
 

 

 

 

 

 

 

      支社業務は一部支社機能を融合した

場合に縮小するものもあるのか。 

現場で行った方が良いものは現場に権限を

委譲していく。 

現場に委譲する権限と、支社に残す権限につい

ての考え方は。 

現場で解決できるものは解決できるように権限委譲を

行う。 

企画業務とは何か？ 参考資料で示した関係自治体との連携や観光素材の

発掘、除草作業なども一部企画業務がある。 

柔軟な働き方により現業機関が変容した際に統

括センターの企画業務に期待することと、支社

業務のすみわけについての考え方は。 

統括センターの企画業務としてはエリアに特化したも

の、支社はエリアを超えたものについて業務を行うこと

となる。柔軟な働き方に期待したい。 

 

 

 

 

 

※本来は 11項ですが、業務部速報のスペースの関係上 12項を先に掲載していますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

       業務の融合によりマネジメント

の一環として副長が駅業務・車掌・運転士

の実務を行う場合の教育はどうするのか。 

      現在も管理者が乗務している。統括センターにな

ってもきちんと訓練は行っていく。駅の副長が乗務員の当

直業務を行う場合もきちんと教育を行ってから当直の任に

就いてもらう。 

乗務を指導する立場の人材は必要だ。 指導担当の育成は今後も変わらない。 

働き方が一人ひとり変わっていく中、適性

検査の管理はどのように行うのか。 

「JINJRE 勤務システム」「輸送総合システム」に適性検査も

入力することになっている。システムでバックアップしながら

管理者が管理する。 

       新幹線統括本部として、支社の

枠組みを超えた中での設置はあるのか。 

      なるとすれば、新幹線駅と新幹線運輸区の統括

センターだが、機関を跨ぐことになるので現時点では検討

する段階ではない。 
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